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■開発の経緯・概要

■現状の成果

デジタル信号とアナログ信号を混合伝送可能な時分割多重伝送技術を活用
し、１対の電力線で電力と情報を同時に長距離伝送できる省配線の多重伝
送システムを開発し、省電力・省エネ・省力化のスマートなシステムの構築を
目指す。

同伝送装置の活用により情報のリソースをムダなく有効に利用することがで
き、今後徐々に拡充しつつあるＩｏＴを含めた情報ネットワーク等への活用が
見込まれている。

機能追加により製品化が遅れているが、システムとしてのラインナップが整い
つつある。具体的には、ユニークな伝送主局、入力基板、出力基板をライン
ナップ。

重要なコストダウン向けての部分は試行錯誤の段階である。
展示会に出したサンプルは省配線の部分が評価された。
本格的営業に向けて、長期運用時の安定性を検証中。

写真

■会社概要
【研究開発の名称】「電力に番号を付けて配信する装置」のハイパワー化によるＩＣＴスマートグリッドの伝送装置の開発（2015年度採択課題）

【PoCの成果】

 技術について広く認知されておらず、一般の投資家や金
融機関から理解を得ることが難しい分野だが、当技術の
可能性をしっかりと評価し支援していただいた。

【I-Challenge! ここがすごい！】

［事業支援機関：（株）経営共創基盤］

 技術PoCの段階から、市場セグメントを踏まえた製品・
サービスのポジショニングや、ビジネスモデル構築につい
て支援を受けた。

【事業化支援機関からの支援内容】

■I-Challenge!活用による成果

＜採択企業名＞

～大容量の「電気」と「情報」を同時送信でスマートなシステムを構築～
＜事業を一言で言うと＞

 モドバス方式への対応及び省配線化を行った試作品を開
発し、PoCの協力先において当該機能の有効性を確認。

 データセンターでのPoCを通じて、温度計測、電流計測を
省配線で行う機能を確立。

 PoCの段階で32mSの応答速度の高速化を実現。

（注）採択企業名・事業化支援機関名は採択時のもの。モドバス方式（Modbus Protcol）…産業分野で広く採用されている通信プロトコル


